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岑
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門
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と
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概
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つ
て
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双
で 

本
節
で
述
べ
た
ょ
ぅ
汝
資
本
家
諸
階
層
間

^
競
争
对
立
関
傲
や
、
勞
働
者
階 

:■
級
の
組
織
状
態
に
ょ
る
^
の
と
が
て
理
解
- ^

れ
ね
ば
な
ら
な

い
:0 

C ：

法

9)

先

進

資

本

主

義

馨

，は
、
：
日
本
に
お

ft
;る
ょ
.ぅ
な
規
模
別
賃
金
格
差

3 

■
は
現
狃
殆
ん

.ど
問
題
に
な
.つ
て
ぃ
な
ぃ
ょ
ぅ
で
あ
る
'0
..し
か

'.し
、：
貨
帶
賃
金 

.:

だ
け
で
は
な
く
.あ
ら
ゆ
る
労
働
条
件
を
考
慮
す
：れ
ば
、
■■
■'あ
る
程
度
の
差
：が
、あ 

り
、
.さ
ら
に
雇
用
の
安
定
性
、
;及
ポ
将
來
に
ぉ
け
る
箅
耠
..舁
進
の
%
能
性

.の
时
題
迄
考
え
れ
ば
、
-.
相
当
の
開
き
が
出
て
く
.る
で
あ
ろ
ぅ
。

:
■ 

■ 

X 

.

.
X 
X 

X

'

1

段

階
- ^
お
±
^

階
級
^

^
立
.は
：、
ぁ
く
凌.で
も
1

蓄

積

の

謙

の

中 

^
位
®

つ
け
名
れ
淞
ば
浓
ら
な
い
が
、
：本
稿

K

は
利
潤
率
の
階
層
化
と
疆
づ 

け
洛
か
ぎ
^

^

り̂
^
げ
ら
れ
だ
.:
0
そ

れ

は

、
；：
本

稿

が

、

:'
..現

段

階

に

お

け

る

資
 

.本

蓄

積

办

麻

毙

め

潴

論

で

：ぁ

：
；フ
：
て

，

.資
本
蓄
積
め
：麗

；の
仕
方
を
規
定
す
石
重 

:

要
な
®

と
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别
潤
率
の
階
層
化
に
主
題
が
妇
：か
れ
允
か
ら
で
あ
る
。
さ 

:ら

に

、
現

段

階

あ

：お

.け
名
恐
慌
：の
形
態
変
化
の
間
題
や
、
生
_

め
一
商
に
お
け 

ン
る
停
滞
化
と
他
面
に
お
对
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激
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ぅ
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経
済
学
は
し
ば
し
ば
：そ
の
目
的
論
的
性
格
.が

菌

.さ

. 

れ
て
い
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縛
应
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教
授
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メ
ン
ガ
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経
済
性
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の
概
念
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そ
の
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る
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値
原
理
を
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ら
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で
あ
り
、
ま 

た
彼
9

— 1
精
密
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方
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当
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じ
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あ
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そ
の
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論
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はつ
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哲
学
的
要
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が
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い
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と
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さ
れ
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い
.る
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ま
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三
教
授
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経
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原
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版
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経
済
の
概
念
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入
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と
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と
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れ
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で
あ
る
か
に
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て
殆
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ど
の
べ
て
い
な
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た
だ
第
一
一
章
の
冒
頭
に
数
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の
.簡
単

な

説

明( ：

後
出)

が

'あ
る9,

み
で
あ
々
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こ
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し
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版
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は
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の

始

め

に

独

立

めT
B

e

g lr
f

r
d

s

の
.理
論」

と
題
す
る
章
が
設
け
ら 

れ
て
い

.る

C O

メ
ン
ガ
ー
は
こ
の
章
を
次
の
よ
ぅ
な
前
書
き
で
始
め
て
い
る
。「

あ

ら

ゆ
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経

済

理

論

の

研

究

の

出

発

点

は

も
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要

と
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t
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間
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な
し
に
は
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済
も
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経
済
も
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そ
れ
に
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•
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い

て

の

科

学

も

な

い
。

t d
o

&

l

gは
最
後
の
基
礎
で
あ
り
、

そ
の
満
足
が 

我
々
に
：と
っ
て
も
つ
重
要
性
は
日
双

^
の

^
度
で

あ

り

、

そ
の
満
足
を
確
保
す
る 

と

と

ぼ

、
す
べ

'て
の
人
間
経
済
の
最
終
的
目
標
で
あ
る
。B

e
d
i
i
r
l

の
理
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(
B
e
d
i
i
r
f
n
i
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の
.本
質
の
認
識
と
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ば
経
済
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根
本
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要
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あ
り
、：

同
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に
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科

学
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に
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物
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が

ら

精

霖

学

.

r

般

、：
特

に
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。

そ

れ 

は

第

.一
に
な

.ぜ

B
l

f
o

i
s

' ^
経

済

学

の

最

後

の

基

礎

で

あ

各

の
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あ
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あ
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た
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し
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る

。
彼
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れ
ば
ヾ

®

の
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べ
て
の
有
機
体
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同

I
於

A
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一
間
め
坐
命
は：1

定
の
条

# '
に
：̂

し

て

1,
-
:る
め

で

あ

ヶ

、バ
も
し
そ

0
条
件
が
な 

け

れ

、ば

：死

'滅
す
る
：か
衰
退
す
る
が

-の
；ど

'ち
ら
か
で
：あ
る
。
入

間

の

生

存

条

件

：
 

に
障
害
が
起
る
な

I

:、：
 

_そ
の
膣

_
の」

部

は

無

贏

的

な

反

射

運

動

に

よ>

 

て
苋
服
さ
れ
る
。

.だ
が

そ

，の

一

部

は

麓

の

刺

激

に

よ

っ

>て

神

経

中

枢

に

達
 

し

、

種

々

の

_

、
；

.例

え

ば

：
不

快

、

''
疲
労
等
を
蓀
起
し
て
我
々
の
意
識
：に
達
す 

る
。
そ
し
て
我
ダ
に
そ
れ
を
排
除
.し

よ

う

と

い

う

飲

求(
D

r
a

n
g
)

を
お
こ

^
 

せ
る

0

- ;
の
欲
求
を
衝
働
と
よ
ぶ
。
衝

動

は

さ

ん
あ
た
ヶ
物
と
は
無
関
係
.で
あ 

%

だ

が

あ

る

物

が

^

な̂
ど

^
よ

.っ
：
て

、
：
：
：
衝

動

を

1 .
:

づ

め

る
 

手
段
と
じ
て
役
立
つ
：.：こ
；上
ぶ
我
々
に
：認
識
さ
れ
る
；と
、

'
:物
欲

、
へ
即
；ち

靈

を

し
 

づ
め

る

©■
に

:̂
'
皮

ユ

物

を

獲

得

1 >
、
；'そ
れ

を

作

用

せ

し

め

^
う

^
す

る

欲

求

# 

在

じ

ぼ

ぐ

る

。
だ

が

~ |
我
ダ
が
衝
動
お
よ
び
物
欲
と
よ
ぷ
だ
生
活
現
象
.は
举
に 

人
間i

i

の
不
充
分
な
表
現
で
ぁ

^
、

か

- <
て
：ま
た

.そ
0
生

.命
の

.雜
持

：と
そ
の
福 

祉

を

め

ぎ

ず

人

間

の

努

カ

- 0
た
办
杩
は
不
十
分
な
基
礎
：で
も

_
:
1
:
。
:'
.
:比
_

ノ 

V
-
-
..

ン

. ,.

':
: 

,
1 

,
 

.
,‘■
...

メ
ン
ガ

I
の

：

「B
e

d
i

i
r

f
o

i
s

の
理
論J

に
.つ
い
.て

マ
.高
等
な
動
物
の
塲
合
で.す
ら
、，
そ
、の
生
活
や
快
楽
の
維
持
の
必
要
条
件
の
予
知 

,
や
衝
動
の
矛
^

ピ
そ
の
重
要
性
の
顧
慮
^
ま
た
間
接
的
必
要
条
件
が
直
接
的
な 

.%
'
の
を
抑
制
す
る
とh
を
我
：々

は
知
っ
て
い
る
。

「
人
.間
経
済
は
複
雑
な
心
理 

，■

的
ル
生
理
敗
_
纖
乾
は
り
高
度
の
人
間
の
精
：
^

素
質
^
応
1>
て
、
：
人
：間
的 

_
•'
.Bl

r
f
o
i
s
-
-

金
体
的
.

^
間
性
め
維
持
と
調̂

^
発
展
ル
必
要
条
件——

 

に
の
.
'み
^

れ
.に
辯
格
す
る
基
礎^'
:
発
見
す
る
：こ\と
が
.可
能
で
ぁ
る
。_
1
.
.
.
.
.

:' '
こ
こ
に
メ
ン

#
-
の

B
e

d
i

i
r

i
r

d
s

の
概
念
が
の
：ベ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
あ

. 

る
が
、

.こ
れ
を
：.

「

欲

望

〔

3
©
4^ :
£
0
1
^
.
:

と
は
舉
忙
心
理
的
感
覚
の
‘如
き
に
と 

.

.

.
ど

.免
る

0
'で
：ば
な

'い
。
そ
れ
は
メ
ン

.ガ
ー
に
よ
れ
ば

.：『

人

間

の

本

性

の

維

持

.
と 

V 

―和
的
発
展
と

.を
全
体
的

尺

贺

求

す

る』

.：と

.い
i

味
で
理
性
的
な

I
の
と
'し 

，て

説

明

さ

れ

て
.い
る
。：
欲

望

：C

B

4: S
:

:

^

〕
：

は

®
動

や

物

紙

®

•と
区
別
し
て
理
性
的
な
，も
の
：で

_
£5
:
,と
す
る
め
は
危
険
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら 

'
'
.
ば
こ
の
解
釈
は
我
々

•を
、

メ

V
ガ

I.の
経
済
学
が
目
的
論
的
性
格
、
.
あ
る
い
は 

倫
理
的
性
格
を

^ ：
す
る
も
の
と

.す
る

•見
解
に
導
べ
か
ら
で
あ
る

0
 

BediiHfrLis,

:

が
衝
動
や
物
欲
と
は
異
な
つ
、た
も
の
で
本
‘

と
い
ぅ
こ
と
は
勿
論
誤
ま
り
で
は 

な
，い

0
問
題
抹
メ

.

.：ン
ガー

が
こ
の
韋
に
お

: v
>
p，

t d
e
d
i
i
r
l

.

が

：衝

動

、

物
 

.

,欲

と

質

的

に

区

別

袅

れ

，る

.
- 1
理
性
的
|-
な
も
め
と
主
張
し
て
い
る
の
か
、

そ
れ 

と

も

.

B
e

d

s :±
nis.

は
衝
動
、
物
欲
と
い
：ぅ
坐
活
現
象
の
発
展
と
し
て
把
握
し

. 

上
ぅ
と
レ

.て
い

.る
か

.で
あ
る
。

.も

し

山

田

、雄
ー
ー

.ー.教
授

.の

.如
1

[3
|
者
と
考

.え
る
な

." 

,:

ら
ば
ぐ
司
印
^

^

デ

の

理

論

が

自

然

科

学

と

精

神

科

学

と

を

結

ぶ

橋

で

あ 

.

.

.
，

.る」

' :
; ^
い

.
^
*
'
'
.
£

と
.は
；'と

.
よ̂
ぅ
に
：考
え
た

.ら
よ
い
の

.で
あ
ろ

ぅ

か

. 0
ン

初
版
に
お

.い
て

は

第

二

版

の「B
e

d

ロ
rf

- B
.s
,:
の
理
論j

:

に
相
当
す
る
と
思

--
 

.

-

.
 
/
 

.
 
..
..
 

^

..

■
 

.
 

:

四
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へ
わ
れ
る
豪
は
次.の
章
^
が
あ
る
0.
み

：
，
で

あ

石

,0

^

:-
&
&
:
&
1
3
:
.

は

我

；：
^

猶
 

動
|

来
'1
>
、
.'
;
'衝
酿
ル
我
々
の
本
性
に
根
ざ
し
て
い
る
。

.
w
e
d
i
i
r
f
n
i
s
r

の
本
. 

满
足
は
我
々
の
本
性
の
破
壊
を
：？
そ
の
不
十
分
な
満
足
は
、こ
め
本
性

€>
萎
縮
を 

も
た
ら
す
も
の
で&
る
。B

e
d

css
x
f
c
d
s
:

を
満
足
す
る
と
い
：ぅ
こ
と
は
、
坐

き

; 

且
'0
:栄
え
る
：こ
と
を
意
味
し̂

い
る
。
そ
机
ゆ
：え
我
；々

の
；
3
€
<
^
:
£
0
1
3

満
足
.に 

対
す
る
配
慮
ゆ
我
々
の
生
命
、
我'々
の
：福
祉
に
対
す
る
酖
慮
と
同
意
義.で
あ
.る
。 

と

の

慶

は

、.あ
ら
咴
る
人
間
の
養
の
ぅ
ち
最
も
重
嚴
％
も
の
：で
.あ
る
。
な
.-
. 

ぜ
な
ら
そ
れ
は
残
余
一
，，切
の^ ,
カ
の
前
提
で
あ0:
基
礎
で
あ
る
が
ら
で
あ
る
。

」 

こ
こ
で
は
メ
ン
ガ
ー
は
、.第
一
.一
版
で
の
よt
に
.Be

d
a
r
f
o
i
s

-,'.

と
衝
動
と
の差

：. 

異
に
つ
い
て
な
に
も
述
べ
て
い
な
い
。
'
た

だ

ぱ
8
<
15:
&

»

が
橱
動
に
由
来 

す
る
，

(
e
&
s
p
r
i
b
a
g
e
r
o

も
の
で
あ
り
、
..ま
た
衝
動
は
人
間
の
本
性
化
根
ざ
す 

.

(
w
u
H
z
e
l
x
o
.

も
の
.で
^
.る
..こ
と
'.を
明
言
し
て
.い
る
:°
メ
，
.ン
ガ
.丨

に
'
.
^
.
っ
.て 

:B
e
d
i
i

'Hf
n
i
s

は
人
間
の
本
性
に.基
く
も
の
、.い
わ
ば
本
能
的
な
も
の
で
あ
.？

'.

た
の
で
あ
る。
. 

V

-'
'T
■
• 

こ
め
考
え
方
は
第
ニ
版
に
お
い
て
も
決
し
て
修
疋
さ
れ
て
い
か
い
ば
：か
り

. 

か
、.
む
.じ
.ろ
強
化
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

前
述
の
よ
ぅ
にメ
ン
ガー

は
第

一
一
版
で
は
衝
動
、物

欲

と

：.Bed

a:r
&
i
s
,

と 

の
区
別
を
し
て
い
る
の
で.あ
る
が
、
同

時

に「

人

間

的B
e
d

cs:r±
ais.:

は
決
し 

て
恣
意
：の
産
物
で
は
な
く
、
我
.々の
本
性
と
、
我
：々

が
お
か
れ
て
い
る
事
情
に 

よ
っ
て
与
え
ら
れ
て.い
る
。
個

々

のBe
d

css
r
f
n
i
s

ば
慣
習
に
よ
っ
，
て
修
正
さ 

れ
た
り
抑
圧
さ
れ
た
り
さ
え
も
さ
れ
ぅ
る
し
、
多
く
の
場
合
に
慣
習
に
よ
っ
て

. 

惹
起
さ
れ
う

る

"

•た
が
我
々
の
w

&
s:
&

3

'は
そ
れ
が
ど

こ

か

ら

出
て
来
る

:

に
：せ

-^
我
.々
.
.の
懸
辱
ネ
は
、ぐ
さ
し
あ
龙
り
、
.直
接
的
に

 

我
々
の 

本
性
の
要
求
で1
?>
7」

と
述
べ
て
い
る
。
し
か.も

B
e
d
i
i
r
f
n
i
s
'

は
そ
れ
が
意
識 

さ
れ
るaj

否
と
^
か
，か
わ
.
^
^
在̂
す
る
の
で
.お
る
''
<
>

「

人

間

的w
e
d

csr
f
r
d
s

 

I
発
明
の
蜜
物
で
は
が
い
。
そ
れ
は
発
見
さ
.る

べ

き

で

あ

り

、

,'
-
し

た

が

っ

て

我
 

:

々
の
認
識
努
力
の#
象
と
欢
る
の
で
あ
る
。

」

そ
れ
ゆ
え
に
、
認
識
能
力
の
な 

い
子
供
や
、
：.無
節
力
者
.さ
え
も
：

B
e
d
s
r
i
o
i
w

を
_有
す
る
こ
と
に
な.る
。 

か

く

て

我

々

，
は
：
メ

ゾ

ガ

ー

の

：
；

6
0»
'
<1^:
£
0
1«
が
人
間
の
本
胜
と
、
そ
の
お
が 

"
れ
て
い
る
環
境
に
よ
？
て
必
然
的
に
決
宏
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
と
を
知
る
こ 

ど
.が
で
.き
る
。-we

d

a'.
r
f
n
l
s
.

は
^

ii

で
も
な
け
れ
ば
理
性
的
な
欲
望
で
も
な 

f
ol
o
’

)

そ
れ
は
入
間
が
生
存
し
、
発
展
し
て
ゆ
く
た
め
の
必
要
条
件
の
表
現
で
あ 

る
。
そ
れ
は
人
間
の
意
志
と
ば
無
関
係
に
、
ん
靜
の
存
茌
そ
の
も
の
に
よ
っ
て 

決
定
さ
れ
る
も
の
な
め
：で
あ
る
。
あ
る
い
.は
次
の
■よ

、う

に

言

う

こ

.
と

が

よ

り

正 

,確
で
あ
る
が
も
し
れ
办
い
。
即
ち.
W

H

の
認
識
は
衝
動
と
は
異
な
っ 

て
き
わ
：め
て
高
度
の
意
識
現
象
で
あ
る
。
だ
が
そ
れ
が
い
か
に
高
度
の
も
の
で 

.
あ
ろ
う
と
も
、
結
局
は
人
間
本
能
の
所
産
で
'あ
り
、
.

®

的
に
決
定
さ
れ
て
い 

る
も
の
で
あ
る
と。

.

メ
ン
が
ー

は.
:-
の
考
ぇ
■を
更
に
第
一
章
第
二
節
で
人
間
と
他
の
動
物
と
を
対 

比
す
る
こ
と
.で
説
明
し
.て
い
る
。r

す
べ
て
の
有
機
体
を
観
察
す
る
と
、
有
機 

体
の
要
求
と
い
う
意
味
で
の
：必
要
は
、
'
.あ
ら
ゆ
：る
生
活
過
程
の
、
特
に
新
陳
代 

謝
の
随
伴
現
象
と
し
て
、
特
有
の
性
質
で
あ
り
、
そ
の
正
常
な
発
展
で
あ
る
。

,

- 

<:注11)

こ

の

意

味

.で

有

機

体

の

B

e

dG:
r
H>
a

i

sに

つ

い

て

述

べ

る

こ

と

が

で

き

る

0」

■.
 

.

.

. 

. 

.. 

'

そ
し
て
人
間
のBe

&:r
£
n
i
s

が
か
か
る
意
味
で
の
動
物
のtr
i
e
dG:
r
f
n
i
s
に

比

し

て

い

か

.に

高

度

の

も

.の

で

あ

ろ

う

と

も

、

.そ

こ

に

は

本

質

的

な

区

別

は

何

. 

ら

存

在

し

な

い

の

で

あ

る

。

「

他

の

有

機

体

と

人

間

と

の

間

に

：
は

」

生

理

学

的

性
 

質

ハ

肉

体

的

組

織

)

に

関

し

^
本

質

的

な

相

違

が

な

い

ば

か

り

で

は

な

く

、

心
 

理

办

関

係

に

，お

い

て

も

高

度

に

組

織

さ

れ

た

動

物

は

我

々

と

同

様

に

心

理

的

生

： 

活

'(

表

，象

、

.感

覚

お

ょ

び

志

向

、
'
特

に

物

欲

)

を

、

或

る

程

度

ま

で

類

似

し

た
 

1

^
さ

え

も

も

つ

，.の

で

あ

る

-0
し

た

が

っ

て

動

物

の

場

合

に

は

み

ら

れ

な

い

意

' 

識

現

象

も

一

層

高

度

め

發

展

、

ま

た

は

複

雑

さ

と

じ

て

理

解

さ

る

X

き

で

あ
 

り

、
肉

体

的

、
：生

理

的

現

象

の

領

域

に

お

け

る

漸

次

的

に

異

な

，っ

た

原

因

が

実

際

：
 

し

.ば

も

ば

本

質

的

に

異

な

.っ

た

結

果

を

惹

起

す

る

と

理

解

さ

れ

る

べ

き

で

あ

ろ
 

う

。」

有

機

体

の

w
e
d
i
i
r
f
o
i
s

か

ら

人

間

的

，B
e

glr
f
o
i
s

を

説

_

す

る

こ
 

と

は

第

二

版

に

お

い

て

始

め

て

行

わ

れ

て

い

る

こ

と

で

あ

る

。

こ

の

有

機

体

の
 

存

在

に

伴

う

新

陳

代

謝

か

ら

人

間

的

W

H

が

説

明

さ

れ

る

こ

と

が

メ
 

ン

ガ

ー

の

B
e
d
i
i
r
f
n
i
s

の

理

論

の

目

的

で

.あったのである。

.

ン

 

«
6
<
1
0:
1
£
1
0
3
は

人

間

が

人

間

と

い

う

有

機

体

で

へ

あ

る

、
が

，§
,
え

.

.に

必

然

的

に

,
 

生

じ

て

く

る

人

間

行

動

の

基

礎

な

の

：で

あ

：り

、

か

く

，て

経

済

学

.の

最

終

的

な

基

. 

礎

た

り

う

る

の

で

あ

る

.。

ま

た

td
a

ai
r
f

n

i

s
の

理

論

は

人

間

：行

動

の

基

礎

.で
一 

あ

る

，B

:a
ぼ

f

 

:
.
.

を

生

理

学

的

、
.
.生

物

学

的

に

.説

明

す

る

.こ

と

に

ょ

っ

て

精

. 

神

科

学

と

肖

然

科

学

：と

を

結

ぶ

撟

と

な

る

の

.で

.あ

る

。
' 

ノ 

.
 

■

.

一 

:
だ

が

我

々

に

は

新

た

な

籠

が

起

：.？
て

く

る

。

そ

れ

は

、
：
な

ぜ

メ

ン

，ガ

ー

が
 

人

間

の

本

能

に

、
'
生

物

露

な

基

礎

に

ハ

人

間

の

：経

済

的

行

動

め

源

泉

を

求

め

：； 

ょ

う

と

"
3釭

の

で

あ

る

セ

：

換

言

す

れ

ば

メ

ン

ガ

ー

は

な

ぜ

自

然

科

学

：と

精

神

.

科
学
と
#

®

橋

を

、
：
；
生

物

^'
と
経
済
学A；

を
.結
ぶ
橋
を
必
要
ど
し
た
：の‘で
.あ
'

• 

: 
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.......

ノ
ン
ガ
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e
&
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め
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メ
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な
け
れ
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な
ら
な
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メ
ン
ガ
ー
はw

e
d

B
r

&
i

s

を
第
二
.版
で
：は
'ニ
つ
の
意
味
に
使
用
し

ハ

：て
：い
る
. 0

そ
の
ー
づ
は
入
間
の
意
識
と
は
無
関
^

巧

即

^
人
間
に
ょ
マ
て
認

;

' 

_

さ
れ
：ダ
と
否
と
.に
拘
わ
ら
ず
、：：
存
在
す
る
-
<
間
の
佥
体
的
骆
展
の
条
件
そ

の
も
の
^

客

-^
的
に
'指
し
.
て
い
る
場
合
で
あ
；る
。
.第
一
一
は
人
間
に
ょ
っ
て
認 

.

.

.

. 

.

. 

,

識
さ
；

：

れ
たB

e
d
i
i
r
f
n
i
s

で
あ
.

W
。

-!-.

入
間
的

B
e
d
i
i
r
f
n
i
s
.

は
発
見
さ
れ
る
べ

.

.
き
も
：の
へ
で
あ
る
1 -
-
之
い
；：ぅ
場
合
は
前
者
で
あ
り
：、「

真
の
.
.
.
3
0
<
1

^ !
£
1
1
1»」「

虑
偽

.

の
.
'

B
e
d
G
r
e
c
d
s
」

と

い

ぅ
.:
^

き
は
後
者
.で(

あ
る
，0.第
.
1—-

版
.に
^

メ
ン
ガ

丨
.
は
第
ー
の
意
味
で
.
の
'
«
6
<
1
^ :
£

&

.

を
，
ょ

り

多

く

，使

用

，七

.
て

い

る
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財

性

質
'
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V
ノ
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と
.書
き
あ
ら
た
め
ら

'れ
.て
い
る
.
ハS

.
1
1
)

の
も
、
メ
ン
ガ
ー
が

.意
識
レ
て
第

.

',
1
:一.：の
意
味
でB

e
d
S
r
f
r
d
s

.̂

使
用
し
た
.：こ
と
を
示
す;%
<

で
：は
な
い
で
お. 

ろ
ぅ
.か
？

た
^

第
1

ー
販
で
も.こ
れ
ら
は
し
ば
し
ば
混
同
さ
れ
ズ
い

.る
''°
.

:
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注
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e
d

c:rfrds 
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通
常
-「

欲
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と
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さ
れ
て
い
る
が
こ
ホ
は
.誤
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坐
じ
.や
す
.い
訳
語
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，あ
石
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.ナV

ト
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切
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n
g
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メ
ン
ガ
ー:

に
ょ
れ
ば
理
論
的
研
究
は
、
こ
れ
を
一
一
っ
に
分
類
す
る
こ

と
が
で 

き
る
0,
そ
の1

.つ
ば
現
実
的
、
経
験
的
方
針

(die x
e
a
l
i
s
t
i
s
c
h
—e
m
p
i
r
i
s
c
h
e

 

1
1
1
<
;
1
1
-
&

目
5

で
ぁ
り
、他
の
：ー
っ
は
精
密
的
方
針-g
e e

x
a
i
k
t
e

 E
i
c
h
t
u
n
g
)

 

で
：あ
る
。
ニ

磐

ば
-~
1現
象
め
：定
型
と
定
型
的
関
係
を
、
そ

の

『

完
全
な
経
験
的 

現
実
性』

：
に
'お
い
て
、.従
っ
て
そ
'の
本
質
の
全
体
性
と
あ
ら
ゆ
る
錯
雑
性
と
に 

お
い
で
あ
ら
わ
れ
る
が.ま
.ま
に
研
姥
す
る
と
：

い
： .

ぅ
こ」

と
：
換
言
す
れ
ば
現
実
：
 

的
現
象
の
全
体
を
一
定
の
現
象
形
態
：に
整
順
し
、
，：そ
の
共
存
と
継
起
に
お
け
る 

規
則
性
を
経
験
的
な
仕
方
で
見
出
す

」

も
の
.で
あ
る
。

こ
の
方
針
に
よ
？
て
肩 

達

し

う

る科
学
的
認
識
は
、
親
実
定
型
お
よ
び
経
験
的
法
則
で
あ
り
、，
厳
密
な

■
.
五
ニ 

.

(

四
ニ
'四
マ

定

型

に

ぢ

■

な
定
型ぬ
ま
«.
に
も
胄
罾
す
る
こぃ
と
は
"で
き
な

い

。
1

 

的

'*
経
験
的
方
針
に
よ
っ
て
獲
得'さ
れ
る
--
!

T

法
則』

.は
実
際
土
た
だ
、：
.琪

象 

、
形
態
久
及
び
异
に
癘
す
る
具
体
的
現
象
に
は
、
現
実
に
お
い
：て
は
、
規
則
的
に 

又
は
例
外
な
し
に
、.：現
象
形
態
0
に
属
す
る
現
象
が
継
起
す
る
か
、
文
は
後
者 

'.
が
.前
者
と
共
存
す
る
と
観
察
さ
れ
た
と
い
う
こ
，と
を
意
味
し
う
る
に
す
ぎ
な 

い
。
厂
現
象<
1及
び
6
に
：--
殷

に(

従
マ
て
.観
察
さ
れ
な
'い
場
合
を
も
食
め
て
の 

あ
ら
ゆ
を
場
合
に
.おい
ャ
丨
，

)

現
象
0
、が
継
起
す
る
と
か
、
又
は.こ
れ
ら
の
矶 

象
が
.

共
存
す
る
と
：い
う
結
論
は
、
：経
験
を
超
え
、
厳
密
な
経
験
主
義
の 

.観
点
を
越
夫
る
、
即
ち
が
上
う
な
結
論
は
右
：の
簾
方
法
の
立
場
か
ら
は
員

^
 

に
保
証
さ
れ
て
：い
胳̂

。
こ
れ
に
虻
し
て
精
密
的
方
針
は

「

i

の
厳
密
な 

法
則
を
確
立
.ず
る
：ご
.と
、
：即
ち
、
；
単
に
例
外
の
な
い
も
の
と
し
て
現
わ
れ
る
ば 

■
か
：り
で
^
く
、
，吾
々
の
迎
る
認
識
通
路
：の
点
が
ら
し
て
正
に
例
外
の
な
い
こ
と 

.の
保
証
を
內
&
し
て
い
る
：と
こ'_ろ
め
現
象
継
起
に
お
い
て
の
規
則
性
、

一
般
に 

『

自
然
法
則』

：̂:
よ
ば
れ
て
い
る
が
、:.
:
!
#

#的
法
則』

と
よ
ん
だ
方
が
1£
し

:

(

注
3)

い
で
.あ
ろ
う
と
こ
ろ
の
現
象
の
法
則
、
，；を
確
立
.す
る
と
と
で
あ
る
。

」

精
密
的 

方
針
に
と
ら
て
最
も
基
礎
的
な
意
義
を
も
？
て
い
る
認
識
規
則
は
、

「

た
だ

一回 

.だ
け
で
も
観
察
さ
れ
た
こ
と
は
、
厳
密
に
：同
一
の
裏
実
的
条
件
の
も
と
.に
お
い 

：
K

た
え
ず
繰
返
し
現
象
と
し
て
.あら
わ

か
ね
ば
な
ら
ぬ」

.と
い
う
命
題
で
あ 

る
0'
"
1
-そ

-;
で

精

密

的

法

則

が

一

般

に

獲

得
可
能
な
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

.…
…

理

龍

研

究

が

：上
記
の
認
識
規
則
の
諸
前
提
に
従
う
こ
と
に
よ
っ
て
の
み 

可
能
で
あ

る

、
と
：い
う
C
と
は
明
か
で
；

g

る

。

」

か
く
し
て
精
密
的
方
針
は

「

す 

，
ベ
て
の
現
务
的
な

：

も
の
：の
も
つ
ど
も
簡
単
な
要
素
を
、
即
ち
正
に
も
っ
と
も
簡

.舉
で
あ
る
が
ゆ
え
に
厳
密
に
定
型
的
に
考
え
.ら
れ
ね
ば
な
ち
ぬ.要
素
を
：…

.た 

だ
部
分
的
に
の
み
経
験
的*
現
実
主
義
的
な
分
析
に
よ
つ
て

…
…

確
立
し
よ
う 

A
J

す
る
、…

…

こ
の
よ
う
な
要
素
が
そ
の
完
全
なi

ざ
に
お
い
て
独
立
に
表 

•示
さ
れ
う
る
.
.か
否
.か

を

さ

え
.%
願
慮
す
る
.こ
.と
な
く
、
と'
の

よ

う

.

.
な
要
素
を
へ 

確
立
じ
よ
う
.と
す
る
。

」

こ
の
よ
う
に
し
て
え
ら
れ
た
要
素
か
ら、' か
よ
う
な 

要
素
の
す
べ
て
の
他
の
影

i

か
ら
の(

同
様
に
#

M
験
的
な)

ぼ
_
.の
〒
'で
、 

よ
り
錯
線
し
た
規
象
が
ど
う
し
て
発
展
ず
る
か
.を
、
：精
密
的
な''
':へ
同
様
に
_理
.念
. 

的
な
-0

度
合
を
絶
ん
ず
顧
慮
し
；
.つ
つ
、
：
研
究
し」

、
惡

：々

の
思
惟
法
測
そ
の 

も
の
か
ら
し
て
例
外
が
な
い
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
現
像
の
法
則
に
、
.
即
ち
現 

象
の
精
密
的
法
則
、
所
謂

1

自

然

法

則

』

に

到

達

^

^

。

」

が

く

し

V

え
ら
れ 

た
結
果
.は
経
験
を
そ
の
試
金
石
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
.こ
の
法
則
は
.
-1
た
..、だ
. 

精f

的
研
纯
に
適
合
し
た
観
点
の.下
に
の
み
こ
れ
を
観
察
す.る
な
ら
、
真
で
.あ 

.り

、

絶
沏
的
に
真
で
あ
る
ぼ
：V
J
.

我
々
は
こ
の

よ

うな
精
！̂

法
則
に
よ
る
S

I
を
さ
し

あ

た

り仮
説
的
認
識 

と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ5
。
.即
ち
精
密
的
方
針
が
仮
定
す
る
条
件
は
経
験
的 

現
実
に
.お
け
る
な
ん
ら1の
保
証
を
要
す
る
も
の.
.で
は
な
く
、
ま
た.こ
.の

よ

うな 

保
証
は
な
ん
の
重
要
性
も
有
し
な
い
。
.し
た
が
つ
て
そ
の
条
件
の
卞
に
え
ら
れ 

る
精
密
的
法
則
も
ま
た
同
様
で
あ
る
。：
そ
れ
は
仮
説
の
.下
に
.お
い
て
吾
々
の
思 

■惟

法

則

そ

の

も

.の

か

ら

し

て

例

外

が

な

い

と

，い
.う

こ

と

を
意
味
す
る
..に
ず
ぎ
な
.. 

い
。
か
く
し
：て
精
密
的
方
針
に
よ
つ
て
え
ら
れ
る
理
諭
は
--
1自
已
完
結
的
な
論
，
 

理
構
造
物
で
あ
わ1_
1
、
単
な
る
仮
説.的
因
式
で
あ
る
と
み
る
こ.と
が
：で
き
よ
う
。

.

だ
が
メ
'/
.
ガ
ー
は
こ
の
精
密
的
方
針
に
ょ
っ
、て
、. ¥
-

丸
る
仮
説
：§
図
式
を
ぅ

る
こ
と
を
目
的.と
し
た
.：の
で
あ
ろ
う
か'0
-
そ
う
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

メ
ン
ガ 

丨

は

次

の

土

う

に

書

：い

，
て

:1
>
る
。「

経
験
の
与
ぇ
る
が.ま
ま
：の
自
然
の
現
象
を 

•精
密
脚
な
仕
方
で
、.、即
ち
す
ベ
て
の
自
然
的
事
象
に
於
い
て
：の
厳
密
な
法 

■M
i
MI
co
:

一.
.つ.
.© :
.伤
'証
^
し
.て
锂
解
-^
よ

う

と

す

る

も

の

，
は

、
.
.
 ̂

J
_
.

の
.
-±
う
'な
a
解 

を
、
決
し
て
単
に
化
学
、
.；カ
学
の
法
則
の
中
忙
の
：み
又
：は
物
理
学
な
ど
の
法
則 

一
の
中
に
の
み
求
め
：：て
は
な
ら
な
い
：

Q
:

で

あ

：
-?
て

ぺ

た

だ

精

密

科

学

の

総

体

ま

た
 

は

少

な
-<
と
.も
そ
の
多
数
に'よ
，つ
て.初
め
-て
か
よ
う
な
理
解
を
獲
得
し
う
る
.で 

あ
ろ
デ
。
蓋
し
こ
の
よ
ダ
な
仕
方
に
よ
つ
て
の
み
#

は
、
個
々
の
精
密
的
科
学 

の
観
点
の
下
で
は
お
そ
ら
く
現
象
界
の
不
規
則
性
、
.厳
密
な
法
則
の.例
外
.と
思 

わ
れ
る
よ
4
な
現
荬
钠
現
象
め1

相
や
諸
側
面
の
精
密
的
理
解
に
到
逵
す
る 

で
'あ
ろ
う
か
ら
。

」

.
:社
会
科
学
€>
.場
合
%
事
情
は
同
様
で
あ
る
。「

こ
れ
ら
の 

'•〔

精
密
的
な〕

/
社
会
理
論
の
そ
れ
ぞ
れ
は
勿
論
人
間
活
動
の
現
象
の
あ
る
特
別 

な

側

面(

完
全
な
経
験
的
現
実
性
を
捨
象
し
て

I

を
理
解
さ
せ
る
に
す
ぎ
な
い 

.
が
''
.
'
>し
か
も
そ
：の
金
体
は
、
へ
こ
の
よ
う
な
研
究
方
釙
に
相
庙
し
た
諸
理
論
が
他 

日
認
識
さ
れ
た
暁
ヒ
は

…

.
•
•完
全
な
経
験
的
現
実
性
に_

 

か̂〔

傍
点
筆
者〕 

社
会
現
象
の
、
人3

£
神
に
と
：：つ
て
到
達
可
能
な
.限
り
の
最
も
深
い
理
論
的
理 

解

を

開

く

で

お

ろ

う

：
：
：
。

」

-1
_
そ

の

暁

に

は

勿

論

我

々

が

特

に

国

民

経

済

の

現
 

象
と
よ
ぶ
と
こ
ろ
の̂

実
的
現
象
：の
中
に
、#
経
済
的
な
諸
作
钼
をI

純
^
 

^
経
済
笋
に
^

つ
て
で
は
な
く
い
こ
れi

彰

響

.
の

厲

し

て

い

る

他

の

寝

域
 

の
社
会
科
学
に
キ
つ
、
てI

精
密
的
な
.仕
方
で
、
即
ち
経
済
的
現
象
の
法
則
性 

.

.の
^

^
し
.て
.で
瘍
が
'.
>
社
会
的
法
則
の
例
証
と
し
：て
|

勿
論
固
民
経
済
の 

法
則
の
例
証
と
し
て
で
は
な
い
に
し
て
も
|

理
解
す
る
こ
と
が
で
.き
る
で
あ

.

■

:

 

ノ

.
ン：

-
-
'
'
- 

. 

- 

. - 

•

v
\
v
- 

. 

• 

■

五1
1

1
(

四
.ニ 
五)

.

メ

ン

ガI
 

.の

「

w

a

cl
s

H

i

の
理
論

」

に
つ
い
て



ろ
^
ピ
我
タ
呔
こ
れ
ら
め
舍
暴
朽
ら
メ̂
ガ
丨
碱
精
齋
的
方
針
が
ら
、
^

な 

る
仮
説
的
図
式
以..
hQ

も
の
を
期
待
し.て
い
.た
こ
と
を
し
る
こ
と
が
で
き
る
。
ベ
 

.メ
ン
ガ
ー
は
精
密
的
科?
の
総
体
.は
経
験
の
与
え
る.ま
ま
.の
自
然
の
規
象
を、
' 

ま
た
齋
全
か
务4
:
|职
実
4
に
如
:1
>
>。
0 >
拙
会
現
象
を
理
解
せ
し̂
る
と
考
え
' 

て
：
い

る

。

こ

れ

は

逆

に

：
い

え

.
ば

彼

が

仮

説

的

図

式

が

総

伸

と

し

て

荒

成

さ

汍

龙
 

.と
き
に
は
現
実
世
舞
と
金
べ.一；致
す
る
と
考
え
て
い
る
.こ
と
を
意
味
す
る
の
で 

は
'な
い
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
こ
の
よ
う
な
見
解
が
許
さ
れ
る
.と
す
る
な
ら
ば
、，
 

メ
V
ガ
ー
は
精
密
的
方
針
に
よ.る
理
論
の
展
開
そ
の
も
.の
が
完
全
に
現
実
の
世 

界
に
継
起
す
る
事
象
と' 

1:

致
才
る
と
考
え
て
い
た.と

；
い

う

こ

と

が

.で

^

る

で

あ
 

.
ろ

う
.'
0.用
ち
.^
の
い
う
、
M
立
.し
た
、■も
"っ

と

も

簡

举

な

、

も

.
っ

と

も

本

源

的 

な
諸
要
因
は
、
現
実
世
界
：に
お
い
て
も
ま
ざ
に
孤
せ
し
た
、
も

ワ

と

簡

単
 

な
、
も
っ
と
も
本
脱
的
な
要
因
で
あ
り
、
思
惟
の
法
則
は
そ
の
ま
ま
現
実
世
界 

.の
因
果
関
連
を
あ
ら'わ
す
^
の
で
あ
る
0 

, 

.

, 

メ
ン
ガ
I
は
も
っ
と
も
簡
単
な
要
素
が
い
か
に
し
て
確
立
名
れ
る
か
と
い
う 

,
こ
と
に
つ
い
て
は
，

「

理
論
的
.研
を
は
た
だ
部
分
的'に
の
み
経
験
的.，
規
_

王
_
 

的
な
分
析
に
よ
っ
て
こ
の
よ
う
な
要
素
が
確
立
さ
れ
る

」

と
の
ベ
て
い
る
の
み 

で
あ
っ
て
、
こ
の
要
素
が
い
か
な
る'%
の
：で
あ
る
か
と
い
う
こ
.と
は
説
明
さ
れ 

.て
い
な
い
。
，
だ
が
メ
ン
ガ
ー
は
歴
史
学
派
の
原
子
論
に
対
す
る
批
難
に
答
え
て 

次
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。「

国
民
そ
の
も
の
は
決
し
て
大
き
な
、
欲
求
し
、
労 

働
し
、
経
済
し
、
ま
た
競
争
す
る
主
体
で
は
な
く
、
従

っ

て

ま

た
s

f

i
 

済』

と
よ
ば
れ
る
と
こ
ろ
の
も
の
は
本
来
の
語
義
に
お
い
て
の
a

民
の
経
済
で
. 

は
な
い
。

『

国
民
経
済』 .

は
決
し
て
.国
民
の
中
に
お
い
て
の
諸
単
一
経
済：
.
：
‘ 
•に

ノ
五
四
：

S
 ニ
：六〕

:■'
'
類

;1
>
た
現
象
、
'即
ち
大
き
な
単
—*
経

済

，
で

は

な

い

が

、

ま

た

麗

©
中
に
お
‘い
. 

::

て
の
^

^
一
 
癌
済
に
：対
立
す̂

も
の
^

は
そ
れ
と
並
ん
で
存
立
：す
る
も
の
で.も 

:

介
い
：0

^
の

も

：
マ

と

も

ナ

般

的

な

現

象

难

態

に

お

い

：
て

は

.『

国
民
経
済』

は
独 

特
な
、
：v
:諸
単J.;

経
済
：の
錯
粽
で
あ̂

」

.
：
従

：
っ
て
：
国

民

経

済

の

洩

象

は

「

国
 

.民
の
中
に
お
.いb

の
無
数
の
個
別
経
済
的
努
力
'の
す
ベ
：て
..の

も

の

の

系
 

.
で
あ
り
従
っ
ヤ
ま
た
上
述
の
擬
制
の
観
点
の
下
に
お
い
て
は
理
論
的
に
理
解
さ 

.れ
え
な
い
。『

国
民
經
済』

•
の
現
象
は
む
し
ろ■そ
れ
が
!

^

〔

傍
点
筆
者〕 

個
別
的
経
済
的
賺
カ
の
合
成
果
と
し
て
現
わ
れ
る
と
同
様
に
、
ま
た
か
よ
う 

な
観
点
の
下
に
理
論
的
に
解
釈
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

」

我

々
' は
こ
こ
に
メ
ン
ガ 

•
丨
が
.
_

「

事
実
に
お
い
て
単.一..経
済
の
賺
カ
の
合
成
果
と
し
てi

経
済
が
^

.

成

:$
れ
る
が
故
に
そ.の
発
生
的
要
素
と
し
て
め
举1
経

済

べ

還

冗

せ

し

(

|

^」 

と

い
'う

メ

ン

ガ

ー

の

考

え

..を

I
M

み
と
る
こ
.と
；
が_で

き

る
.0

.こ
れ
は
■メ
ン_
ガ-

 

.

が
、
'あ
の
本
源
的
要
素
が
単
に
論
理
的
な
仮
定
と
し
て
存
在
す
る
の
で
は
な 

く

：、

現

実

世

界

に

.お
け
る
本
源
的
要
素
で
も
あ
る
と
考
え
て
い
る
こ
と
を
明
白 

に
示
し
て
い
.る

の

で

は

な

か

ろ

ヶ

か

パ.
.

「

思
惟
の
法
則」

•と
現
実
世
思
と'の
関
連
に
つ
い
て
はど
う
か
。.メ
ン
ガ
ー 

■
は

『

原
理』

初
版
の
始
め
に「

あ
ら
ゆ
る
物
は
因
果
の
法
則
.に
支
配
さ
れ
て
い 

る
。
.こ
の
大
原
■

に

はg

外
は
な
く
、
ま
た
経
験
の
範
閗
内
でこ
の
原
理
の
反 

N

対
例
を
求
め
よ
う
と
し
て
も
無
益
で
あ
ろ
う
。
絶
え
ざ
る
人
類
の
発
展
は
こ
の 

，原
理
を
.動
揺
せ
..し
め
る
傾
向
を
有
せ
ざ
る■の
み
か
、
.寧
ろ
却
づ
て
こ
の
原
理
を 

'

確
証
し
そ
の
妥i

域
の
.認
識
を
益
々
拡
大
す
る
と
い
う
結
果
を
招
来
し
、
か 

く
し
て
こ
の
原
理
の
不
抜
に
し
て
い
や
増
す
承
認
は
人
類
の
進
歩
と
不
離
な
る

開
係
に
©:
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る

b
」

，«
に
我

ダ

は
S

理J.

第
二
.版
に
：

f 
'一
 

定
；
.

.

、-;i:8 
ノ
 

、

の
原
因
は
常
に
同. ^結
果
を
生
む

」

.

.と
い..ぅ
言
葉
を
見̂
す
こ
と
が
で
き
る
。

，
か

く

し

て

我

々

.は
メ
ン
ガー

が
孤
立
的
な
、
も
っ
と
も
簡
単
な
、
も
っ
と
も 

本
源
的
な
諸
要
素
か
ら
、
諭

P

的
思
惟
に
ょ
っ
て
理
論
を
展
開
す
る
精
密
的
方
.
 

法
を
主
張
す
る
裏
面
に
は
、
現
実
的
世
界
が
こ
の
ょ
ぅ
な
.諸
要
素
：

4

ら
因
果
的. 

な
法
則
に
ょ
.
.っ
て
成
立
し
1:
い
る
.：
と

い

ぅ

見

解
_を
彼
が
有
し
て
い
る
こ
.と
を
し 

る
こ
と
が
で
き
，る
。

メ
ン
ガ
ー
の
考
え
る
現
実
世
晁
は
ー

.切
が
本
源
的
諳
要
寒： 

か
ら
、
因
果
的
に
生
成
す
る
。
そ
こ
に
は
例
外
は
な
く
不
規
則
性
も
な
い
。
い 

わ
ば
そ
れ
は
精
密
的
世
界
で
あ
：る
。
そ
れ
ゆ
ん
に
こ
そ
精
密
的
科
学
は
：そ
れ
が

. 

充
分
'に
展
開
さ
れ
た.と
き
^:
ば
：
そ

の

総

繁

：
.

「

経
験
の
与
え
る
が
ま
ま
め

」

.：.：

世

界

を

理

解

，せ

し

.め

る
.の
.で

あ

る

。
：

. 
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考

え

た

精

密

的

|
界
は
1
1元
的
な
世
界
で
ぁ
つ.た
。
メ
ン
.ガ
1 

は

：

「

自
然
現
象
0
精
密
的
な
理
論
的
解
釈
の
§

し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
こ
ろ 

.

の
最
後
の
耍
素
はV『

原
子』

と
’『

力』

で
：あ
る
'

」

と
'い
ぅ
0
.こ
の
こ
と
は
メ
ン 

■:ガ
ー

)

丨
が
物
理
学
、
.化
学
を
常
に
自
然
科
学
に
お
け
る
精
密
的
方
法
の
代
表
と
し 

,
て
.の
：べ
：.て
い
多
こ
と
.を
我
丸
.に
理
解
さ
せ
る
。

メ
ン
，ガ
丨
に
と
つ
て
は
物
理

.,
■

.

3L
五

(

四
一
一“七)

.



：化
学1は
- 1

原
子」

と
- -
.

力
1-
-

を
振
源
的
要
素
と
す
る
精
密
的

P

然
科
学
で 

:
あ
'
つ̂-
'

の
で
あ
る0
:
だ
が
.
メ
シ.龙
丨
办''
'/;

「

原
子」

と
：■•「力

：！：

を

根

源

的

要

素

と

' 

、
す

る

自

然

の

：
世

界

は

敗

に

無

機

物

' 0

世
界
に
限
定
さ
れ
る
%'

の
で
ぼ
な
い
。
自
..ン 

h
然

碧

機

体
も
同
様
に
：

「

原
子̂

と
- ^

カ
^ -

か
ら
因
果
的
に
生
成
す
る
本
の
で
あ
パ

/

■
る
。'
自
然
^

:
機
体
の
精
密
的
理
解
を
拒
否
す
る
も
の
：で
は
な
い
：。

「

貝

：
へ 

然
的
洧
機
体
の
精
密
的
分
析
は
決
し
て
完
全
.に
.は
成
功
せ
ず
、
現
実
主
義
的.
. 

■経
験
的
研
究
が
少
な.<
;
と
も
あ
る
点
に
お1,
-
て
：自
然
的
有
機
体
の
理
論
的
理
解 

.の
_た
め
に
常
.に
な
く
て
ば
な
ら
な
.い
も
の
で
あ
り
、
：

.；

ま
た
そ
の
物
理
学
的
；‘化

.
: 

学

的
'

C

原
.子
論
的
|
>
:理
解
は
お
の
醫
だ
け
が
ら
し
て
も
決
し
弋
絶
対
的
だ
. 

'

■i
a
を
獲
得
す
る
に
到
ら
な
い.で
あ
ろ
う
と
'い
5

こ

と

は

：可

能

ヤ

お

る

-°
1

:
 

し
か
丄
な
が
ら
こ
：、の
こ
と
か
ら
し
て
自
然
的
有
機
你
の
精
密
的

(

原
子
論
的)

：： 

理
解
へ
の
.努
九
は
—-
*
般
に
正
当
で
な
い
と
、
/
否
非
科
学
的
で
あ
る
と
さ
：免
、.結
：： 

論
し
う
る
：の
は
自i

有
機
体
の
領
域̂

お
い
て
の
理
論
的
研
究
の
現
状
に
つ
：

いv

全

益

知

な

者

だ

け

：で
あ
ゐ
う
。
；星
理
学
は
生
ボ
過

^

.

の
砠
^

に
へ
あ
だ.

. 

?

て
も
譬
然
力
の
無
条
件
の
法
則
性
を
考
慮
す
る
と

.
ど
を
決
意
し
な
げ
れ
ば
'

. 

な
ら
な
か.
'-
?

た
。
斯
学
は
有
機
体
O '

内
部
：に
進
行
ず
る
と
.
V
J冬
の
物
理
学
的
過 

'
程
及
び
化
学
的
過
遍
を
真
剣
に
追
求
し
な
け
れ
ば
一
な
ら
な

.か
つ
た』

と
づ
か
A »
.:

ホ
ル
'ッ
ば
言
？_て
い
„る
。

」

.メ

.シ
ガ
丨
'が
有
機
体
の
精
密
的
理
酿
が
決
し
て

|

兀 

金
に
は
成
功-^
な

い

で

あ

ろ

う

.と

の

べ

て
い
る
.の
ば
、-1
有
機
体
が
そ
の
す
ベ

へ
 

て
に
お
い
て
は
原
子

「

と
力
を
本
源
的
要
素
と
す
る
因
果
的
過
程
の
う
ち
に
.あ

る
:：
' 

の
で
は
な
い」

'と
い
う
.こ
と
を
も
ち
ろ
ん
意
味
し
て
い
な
い
。
' 
こ
.れ
は
：

「

自
然 

I
;

有

機

体

は

：
：
：

f

に
因
果
；^
な
過
程
、
諸
自
然
力
の
機
械
的
な
作
用
の
結
.

:

‘

,.

.
 

'

: 五
：：

六

,(

四
.ニ
八
>

果
で
あ
る」

と
い
う
こ
と
か
ら.も

明

ら

か

；
で

あ

る

,0
し
た
が
っ
て
メ
ソ
，ガ
；丨
の 

:
:弟
是
を
自
然
は
原
子
と
为
を
梗
源
的
な
要
素
と
す
る
1

的
な
因
果
の
過
程
と 

'■
■
し
：て
；こ
れ
を
璉
解
す
る
と

一

と
が
で
き
よ
う
。
；
メ
ン
ガI
の
こ
：の
自
然
観
は
ま
さ 

へ

に

十

九

世

紀
.自
然
科
学
と
完
全.に
合
致
す
る
.も

の

，
で

あ

る

。

即

ち

十

九

他

紀

.

. 

に
は
ド
ル
ト
ン
G
ol
 D

a
l
t
o
n
.

 

1
7
6
6
—

1
8
4
4
)

に
み
ち
び
か
れ
た_

 

原

子

論

：は

不

動

の

.
真

理

と

考

え

ら

れ

て

い

た
，
の
.で
あ
り
、
ま
たビ
ュ
ヒ
ナ
ー 

(
L
u
d
w
i
c
h
:

 B
i
i
c
h
n
e
r
,

 1
8
2
4

丨9
9)

等
の
機
械
的
生
命
観
も
か
な
り
の
力
を 

え

：て
：
い

た

。

 

.

'

.

:

::■
.

■

..

と
こ
.
ろ
で
社
会
に
つい

て

は

ど

う

か

。

メ
：
ン

ガ

ー

の

；

本
源
的
な
要
素
はこ
こ 

.

で
は
.r

人
間
：の
諸
努
力、
' 思
惟
し
、
，感
猜
し
、

ず
る
人
間
の
諸i
* i
J
で 

'あ
る
。
ま
た
そ
の.因
果
の
過
程
に
'つ
い
て
も
彼
は
自
然
の
場
合
ほ

ど
明
確
で
は 

な
い
。f

原
理』

.潮
脱
で
は〕「

我
々
自
身
の
人
格
及
び
そ
の
一
切
の
&

も
亦 

i

の
；

K

な
る
世
思
聯
関
の一.
環
で
あ

：̂

、従
う
て 

一:'
の
状
態
か
ら
こ
れ
と
は
異

な
る
他
の

^
^
:
.
へ
：の
我
々
人
間
の
移
り
行
き
は
因
果
の
法
則
に
従
う
も
の
と
し

.

V 

, 

-
. 

: 

- 

1

0
:

:

て
よ
り
外
に
は
考
え
る
：こ
と
が
で#
な

い」

.

.
と

メン
ガ
ー
は
の
ベ

て

いる
。

こ

こ
に
ば
明
ら
如
唐
果
論
的
な
社
会
観
が
あ
る
。
だ
が
：；

法』

..第
三
編
で
は

一F

所
謂
社
会
的
有
機
体
は
決
し
て
純
粋
：に
；機
械
的
な
カ
作
用
の
産
物
と
し
て
把

握
さ
れ
解
釈
さ
れ
る
こ
と
が
で
ぎ
な
い
：

」

と
あ
り
、
：吏

た「

社
会
め
発
.展
.の
進

::む
に
つ
れ
て

1

的
諸
関
係
へ
の
一
翁
権
力
.の
目
的
意
識
的
な
社
会
的
行
為
の

■結
果
で
あ
る
制
度
が
現
わ
れ
る

:0『

有
機
的』

な
仕
方
で
成
立
し
た
制
度
と
並

ん
で
、
目
的
意
識
的
な
社
会
的
行
為
の
結
果
セ
あ
る
制
度
が
現
わ
れ
る

。

i

機
的』

な
仕
方
で
成
立
：し
た
制
度
は
社
会
的
目
的
.に
向
け
ら
れ
た
公
的
権
力
の

目
的
意
識
的
な
活
動
によ

っ：.て

雜

展

さ

，
せ

ら

れ

、
，

.更
新
さ
れ
る
。.
.今

日

の
»
 

幣
、
m
ti
f

、
今
日
の
法
律
、
近
代
の
国
家
な.ど

は

す

べ

て

、

個

人

的

.

.
目 

的
論
的
.な
力
と
社
会
的.
•目
的
論
的
な
力
と
の
、
換
言
す
れ
ば

『

有
機
的』

な

. 

要
因
と『

積
極
的』

な
要
因
と
の
結
合
し
た
作
用.の
結
果
と
し
て
現
わ
れ
る. 

•>
こ
ろ
の
制
度
：で

k

る」

と
の
べ
て
い
る°1
こ
こ
で
は
社
会
が
因
果
論
的
な
社 

会
で
は
な
く
、
む
：し
ろ
目
的
論
的
な
社
会
で
あ
る
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
だ 

が
必
ず
し
も
そ
う
で
は.な
い
。
個
人
的
.
.目
的
論
的
な
力
か
ら
な
る

『

有
機
的』 

社
会
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
.い
う
こ
と
が
で
き
る

0

即
ち
個
人
的
•目
的
論
的 

な
力
そ
の
も
の
が
^
な
る
原
因
で
あ
る
と
。
個
：々

人
が
目̂■
的
な
力
.を
%'
つ 

と
.い
う
こ
と
は
、
：酸
素
が
水
素̂
化
合
す
る
力
を
も
つ
.と
い
う
こ
と
と
本
質
的 

に
は
変
り
が
な
い
。
メ
シ
ガ
ー
は
こ
れ
を

「

こ
れ
ら
す
ベ
て
の
要
因
は
窮
極
的'' 

に
は
人
間
の
恣
寛
か.ら
独
立
し
て
い
る」

.と
表
現
し
て
い
る
。
社
会
的
.目
的
論 

的

力

の

場

合

に

，
は

メ

，
ヅ
ガ
，

I
が
因
果
論
.を
放
棄
し
.■て

い
る
こ
>
は
明
ら
か
で
あ 

る
'0
彼
は
こ
の
場
合
に
は「 #

肋
卦
翁
盼
解
釈——

上
記
の
社
会
現
象
の
本
質 

と
起
源
を
人
間
の
社
会
的
結
合
若
し
く
は
そ
の
主
権
者
の
意
図
や
意
見

- >
0

 

可
能
な
諸
手
段
か
ら
説
明
す
る
こ
と

——

が
実
際
の
裏
情
に
適
っ
て
い

(
S
r
i

と 

い
う
。
こ
れ
は
社
会
現
象
の
一
部
に
目
的
論
的
過
程
.を
認
め
た
こ
と
で
あ
り
、

,『

原
理』

初
版
か
ら
：の
後
退'で
あ
る
。
し
か
し
彼
が
貨
酸
制
度
に
つ
い
て

「

法 

律
的
規
淀
は
明
ら
か1

1
定
商
品
の
貨
幣
と
し
ズ
の
採
用
よ
り
も
む
し
ろ
既
に 

货
幣
と
な
っ
て
い
る
商
品
の
貨
幣
と
し
て
の
承
認
を
目
的
と
し
た
と

い
う
こ
：と 

を
看
過
し
て
は
な
ら
な

1
」

と
い
い
、「

国
家
と
よ
ば
れ
る
あ.の
社
会
形
'象
^
' 

ま
.た
、
少
な
く
と
も
そ0
も
っ
と
も
本
源
的
な
形
態
に
枕
い
ては
、
個
入
的
な.

メ
.ン
ガ
ー
.の
.「

B

e

^

H

s

s 

.

の
理
論」

に
づ
ぃV

利
益
の
た
め
の
諸
努
力
の
意
図
さ
れ
な
い
合
成
果
だ
っ
た
の
で
あ
£

と
い
う 

の
.を

み

る

と

き

、

•,
,
メ
ン
ガ
ー
が
社
会
の
目
的
論
的
側
面
；を
極
力
排
除
し
ょ
う
と 

.し
て
い
る
こ
と.を

感

ず

る

。

し

か

も

『

方

法』

：
第

，
一
：
編

に

お

い

.
て

は

明

ら

か

に 

で
の
目
：̂
論
的
li
t
'界
の
存
在
は
無
視
し
て
い
る
の
で
あ
る。，
.

-

.

.

.

.
要
^;
る
に
メ
：ン
ガ
、丨
の.
.世
思
は
有
機
体
を
も
含
め
て
、

「
原
子」

と「

力」

を 

根
源
的
要
素
と
吶
る

S

果
論
的
な
自
然
的
世
界
と
、

「

個
人
的
努
力i

を

.
根

源
 

的
要
素
と
す
る
因
果
論
的
な
社
会
と
の
ニ
つ
か
ら
成
立
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
ょ
う
な
一
：一
元
的
な
因
果
論
の
世
界
を一1

兀
的
な
世
界
に
統
一
す
る
こ
と 

を
試
み
た
も
の
こ
そ
：

『

原
理』

第
一
一
肢
の「 B

e
d
i
i
r
f
n
i
s

の

理

論

」

，
，
で

あ

っ 

た
：の
で
あ
る
。
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注
12)

'
さ
き
に
み
た
ょ
ぅ
：に
：メ
ン
.ガ
ー
は

『

方

證

樂

__
.

榻
で
，篇

濟

的

方

； 

H 

.法
の
.総
体
が
経
験
さ
れ
る
ま
ま
の

.社
会
現
.象
：を
理
解
せ
し
め
る
と.い
っ
て
.い 

'

る
。
：
：そ

こ

で

ぼr

実
用
主
義
的
：解
釈

」

；
が
必
要
で
あ
る
と
と
に
は
全
く
ふ
：れ 

'
■
ら
れ
て
い
.な
い
。

- 

.

.

.
- 

•

四
.:-
:

■ 

.

.

.

.

.

. 

.: 

.

.

.

.

.

メ
ジ
ガ_

の「

B

H

の
理
論」

は
始
め
に
の
ベ
た
通
り'

B
e
d
i
i
r
f
r
d
s

を
人
間
の
本
性
そ
の
も
の-か
ら
生
ず
ふ
連
象
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
。
そ
れ 

は
人
間
以
外
の
有
機
体
の
も
つ

B
l
r
f
r
d
s
.
:

と
本
質
的
に
異
な
ら
な
い
。そ
.
 

れ
は
い
か
.に
高
度
の
意
識
現
象
で
あ
ろ
ぅ
と
も
窮
極
的
に
は
有
機
体
の
本
性
で 

あ
る
i

代
謝
の
随
伴
現
象
で
あ
る
。
. 

•

我
々
は
こ
こ
で
メ
ン
ガ
ー
が
経
済
の
根
源
的
要
素
で
あ
る
.

B
e
d
&
r

甘is:

を
、 

有
機
体
に
必
然
的
に
存
在
す
る
新
陳
代
謝
の
随
伴
現
象
に
ま
‘で
還
元
し
た
こ
と 

に
注
意
し
な
け
れ
ば
：な
ら
な
い
：。
ご
の
こ
と
は
な
に
を
意
味
す
る

.か
。
我
々
は 

第
三
節
.で
メ
シ
ガ
ー
が
自
然
的
有
機
体
を
含
む
自
然
の
世
界
を
.

「

原
ぞ」
と 

「

力」

を
根
源
^
要
因
と
す
る
因
果
論
的
世
思
で.あ

.
る

と

考

え

て

い
..た
：
こ.と
を
_ 

示
し
た
。
だ
が
同
時
に
メン
ガ
ー
は
社
会
はr

個
々
人
の
力」

：

を
.根
源
的

要
素
. 

と
ず
る
他
の
因
果
的
世
界
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
.。
こ
の
ニ
プ
の
世
界
の
つ
な. 

が
.り
は
ど
こに
も
み
ら
れ
な
か
っ
た6 
'だ
が
冷
や「

個
々
人
の
カ
1—
は
自
然
的
過 

程
に
還
一
兀
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
経
済
の
根
源
的
要
素
で
あ
る
；

Bediirfnis.

‘
 

は
窮
極
的
.に
は
自
然
的
な
過
程
の
産
物
で
あ
る
こ
と
に
，な
つ
.

た

.
。

^

の

一

切

の

.
, 

.メ

3E
八

(

四
.三
〇)

意
識
現
象
^
、
：
，
そ

れ
.が
：、ど
の
よ
う
に
高
度
の
も
の
.で
あ
る
と
し
て
も
他
の
有
機 

/
'■
.依
の
も
づ
種
今
の
現
象
の
高
度
化
さ
れ
た
も
の
に
す
ぎ
な
ぃ

0

メ
'<
ガー

；は
.
.;-
の
よ
う
に
個
人
の
カ
を.単
な
る
自
然
現
象
に.還
7 0

し
、
か
く 

,
て
^

^

的

な

現

象

も

-
,つ
の
.自
然
現
象
と
し
て
、
.一
つ
の
犬
な
る
因
果
的
な
世 

.
界

連

関

の

诈

に

和

か

.れ

る

-.
と

：
に

なっ
、
た

。

そ
じ
て
一
元
的
な
因
果
の
世
界
、

'

「

原
子J

と

「

力」

，
と
を
根
源
的
要
素
と
す
る
-
一

 R

的
な
世
界
が
誕
生
す
る
。 

こ
こ
：で
初
め
て
我
々
は
最
初
の
疑
問
で
あ
る

「 B
e
d
i
i
r
f
i
d
s
.

の
理
論
は
自 

然
科
学
、
特
に
生
物
学
か
ら
精
神
科
学
一
㈣
、
#

に
経
済
学
に
導く

橋
で
あ 

る」

と
.い
う
メ
.
.シ
...
ガ
ー

の

言

葉

を

：充

分

に

理

解

.す
る
.こ
.と
が
.
.で
き
る
。
そ
れ
は 

.
メ

ン

ガ

ー

の

：
ー

4
ー
兀
的
な
世
#
を
ー1

R

的
な
世
界
.に
統一

す
る
た
め
に
、
ニ
つ
の 

'
世
界
に
か
：け
ら
れ
た
橋
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
我
か
は
メ
ン
ガ
ー
の
こ
の
よ
う
な 

「

原
子」

と

「

力」

を
根
源
的
要
素
と
し
因
果
律
が
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
支
配
す 

る
世
界
Iを
む
し
ろ
機
械
的
唯
物
論
か
世
界
と
*
®
の
も
の
を
有
す
る
世
界
と
考 

え
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う0
:そ
と
で
は
原
子
と
力
ば
無
機
界
を
形
成
し
、
無
機
界 

.
は
1

体
の
世
晁
を
双
づ
べ
り
.、と
の
«:
^-
は
人
間
の
せ
を
を
お
ぬ
し
て
ゆ
く
。

■
そ
し
て
人
間
の■ど
ん
な
高
度
な
意
識
現
象
も

「

原
子」

と

「

力」

か
ら
説
明
さ

(

注 
2
.

)

れ
る
f

が
不
可
能
で
は̂

い
。：

こ
の
よ
：う
に
メ
ン
ガ

ー

の
世
界
を
機
械
的
唯
物
論
的
世
思
と
考
え
、
B
egl
r
- 

f
n
i
s

の
理
論
が
：自
然
的
世
思
と
人
間
の
精
神
的
世
界
を
結
ぶ
環
で
あ
る
と
考 

え
る
.と
き
、.
我
々
■の
：問
題
で
あ
る
メ
ン.ガ
I
経
済
学
の
ニ
つ
の
矛
盾
し
た
性 

格
、
即
ち
目
的
論
的
辕
と
因
果
論
的
辕
と
の
矛
盾
は
き
わ
め
て
#
畠
に
理

-

(

注 
3

〕 

、

解
さ
れ
る
。
 

•
•

v
'<
;
力
I
の
い
う
-.
目
的
意
識」

は
単
に
自
然
的
な
過
程
の
結
果
と
し
て
生 

ま
れ
た
も
P
で
あ
り
、
同
時
に
そ
れ
は
社
会
現
象
の
原
因
と
し
て
作
用
す
る
の 

■
で
あ
る
。.換
言
ず
れ
ば「

目
的
意
識
'

」

：は
‘「

力」

.と「

原
子」

を
根
源
的
要
素. 

と
す
る
自
i

因
果
論
的
過
程
が
社
会
現
象
に
到
達
す
る
の
に
：通
過
す
る
中
間 

項
で
あ
る
。
メ
ン
ガ
ー
の
経
済
学
は
こ
：の
中
間
項
で
あ
る
人
間
の
：冒
的
意
識

」 

.
か
ら
、E

e
d
S
r
f
n
i
s

か
ら
出
発
す
る
が
ゆ
え
に

一 .

見

目

的

論

的

^

^

を

有

す
 

る
か
の
よ
う
に
み
え
る.の
で
あ
る
。

.
そ
れ
で
はIwaid:.

-と

e
i
n
g
e
H
l
d
e
t

の
区
別
、
ま
た
経
済
と
経
^
性
の
区 

別
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
:t
r

:L
^

.:
"
e
i
n
g
e
b
l
H

,a
)

t
な
：る 

も
の
はB

e
d
i
i
r
f

を
根
源
的
要
素
と
す
る
経
済
学
が
人
間
社
会
の
一
侧
面
.

を
理
解
せ
し
め
る
も
の.で
.あ
る
と
と
.
.に
原
因
す
る
、.
'例
外
な
の
で
は
な
，い.で
あ
-.
. 

ろ
う
か
。
前
.に
も
引
用
し
た
メ
ジ
ガ.
1の文钇再びしよ
う

0「

そ
：め
睨
一 

〔

精
密
的
社
会
科
学
が.総
体
と
し
て
完
成
さ
れ
た
と
き

〕

に
.は
勿
論
吾
々
が
特
：
 

に
国
民
経
済
.の
.現
象
と
よ
ぷ
と
こ
ろ
め
現
実
的
現
象
の
中
に
、

'

4

^

^

^
か
^
 

影
響
や
諸i

用
'〔

傍
点
筆
者
}
'を——

雜
の
経
済
学
に
よ
つ.：
て

で

ば

な

く

、 

こ
れ
ら
の
影
^

の
属
し
て
い
る
他
の®

域
の
社
金
科
学
に
よ
つ.て——

精

密
'

的

：な

仕

方

で

、

.即
ち
経
済
的
現
象
の
：法
則
性
の
例
外
と
し
て
で
な
く
、
社
会
的

. 

■法
則
の
例
証
と
し
て
！

勿
論
国:M
経
済
の
法
則
の
例
証
と
し.て.では
な
い
に
丨 

し
て
も
|

理
解
で
き
石
で
あ
ろ̂

。」

こ
o
で
我
.々
は
非
経
済
的
な
も
の

,
I

―

す
な
わ
ち
^-r
e
i
n
g

CD.bildet 

な

w
e
d
i
i
r
t
o
i
s

 

や
財
、
価
値
等

-々

―

I
.

が
経
済
学
の
.一
面
姓
か
ら
は
理
解
し
え
な
い
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
の 

.
た
と
..

>

う
と
と
力
わ
力
る
。

メ
ン
ガ
ー
の
.「w

e
d
i
h
r
f
o
i
s

の
理
論」

.に
つ
い
て

し
^4

ら

て
.-
1备
济
性
1_
_
.の
概
念
は「

根一

兀
的
な
俯
値
匾
理
を.4

ら
わ
さ 

んJ

と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
•む
し
ろ

B
e
d
i
i
r
f
n
i
s

か
ら
出
発
す
る
メ
ン
ガ 

丨
0
経

済

学©.:

一
 

面
性
か
：ら
理
解
し
.え
な
い
経
済
現
象
を
排
除
し
た
経
済
な
の

(

注
4)

で
あ

.る
。

''.

■

■

-
 

‘
,

,

へ.要
.す
る
.に
我
々
：は̂

の
ょ
う
に
言
い
う
る.で
あ
ろ
う
。
メ
ン
、ガ
.!
の
経
済
学 

に
み
ら
れ
る

-1
‘つ
，，.の
1

即

知

目

的

論

的

辕

と

因

果

論

的

^

^

は

相

瓦
に
対 

立
：す
る
も
の
では
な
く
、
，
因
果
論
的
な
P
連

に

'
お

い

て

目

的

意

識

が

成

立

す

る
 

と

考

え

：
る

こ
.ど
で
、
目

的

論

的

德

を

因

果

論

的

篇

、か
内
包
し
て
い
る
の 

で
.あ
る
.と
。
そ
し
て
そ
：
の
調
和
の
鍵

が「B
e
d
i
i
r
l

の
理

論」

な

の

'
で

あ 

る 

0
:
.
: 

: 

.
 
,

.
:

*

-

;•
.

-•
.. 

' '
 

.
-
.

.
.
.
.

(

法

1)

.
次
の
'言
葉
を

'地
較
：せ
ょ
。
⑧
：「

原
因
は
す
べ
.
て

一：
つ
，の
結
果
を
生

む
。

-:

宇
宙
.そ
の
も
の
 

'が.
、
.
.
た
え
ず
尾
に
交
流
す
る
原
因
と
結
果
と
の

一

大
連
鎖
に
す
：ぎ
'な
い
.
。1-
-(P

a
u
l
H
e
n
r
i

 T
M
r
y
I
^
H
O
l
b
a
c
k
:
S
y
s
t
e
m
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a
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u
r
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1770. 

P
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.CO
5
. 
二
筒
椅
.
三
宅
訳

『

自
然
の
体
系

』

上

.
巻
、
厂
九
五
.頁)

,.
:

「

一
兔
の
廣
因
は
常
ヒ
同
じ
結
果
を
生
む
。」

8

Q

1

H 

:

.

.

.

.

. 

.
G
r

目dsstze. 

2 A
u
f
1
.
s. 

35.
)
「

あ
ら
ゆ
る
物
は
因
.果
の
法
則
に
支

 ̂

さ
れ
て
い
る
。
__(

^
0)
1
1的
6>-
1
:
0
3
:
1
:
1
1
1
&
^
2
:
0
* 

S. 

M
.rv
、
.一
 
頁

。)

©.「

人 

間
：は

,\
自
然
の
作
：品
で
.ぁ
り
、
自
•然
の
う

.ち
に
存
犯
し
、
自
然
の
法
則
に
し

た
.が
う
も
の
，で
ぁ
っ
て
、
自
然
か
ら
の
が
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い

-
。」

-
9

”
K'-
'
o5J
e>
&'
;.
o
,F
?

c

i

r

p

.

K

訳
、

上
巻
、

HH
五
頁
。)

「

自
然
的
有 

機
体
は
：
：
：
純
.辟
に
因
果
的
な
過
程

、
' 諸
自
然
力
の
機
械
的
な
作
用
の
結
果 

,
: 

-
■
五
九
.(

四
三
.
二
 

.
y 

,



で
あ
る
。」

(
M
e
n
g
e
r
u
n
t
e
r
s
u
c
h
u
n
g
e
n
.

 

S. 

1
4
5
.

rv
、

一

七
六

へ
i
七
.頁
。)

こ
と
で
メ
ン
ガ
ー
は「

自
然
的
有
機
体」

に
つ
，い
て
、
ド

ル

パ 

,
,ッ
> 
は

r
人
間」

に
つ
い
て
の
ベ
て
い
る
：の
で
あ
る
.が
、
：た
だ
両
者
が
有
機

.
 

:体
钇
自
然
的
過
程
の
：う
ち
へ
に
，み
て
い
る
こ
と
に
注
.意
し
て
.い
た
だ
.き
た
い
。
-
 

ド
ル
バ
ッ
ク
：が
人
間
に
つ
い
て
こ
の
ょ
'う
に
.言
う
場
合
、
も
ち
ろ
ん
他
の
有 

:.
機
体
に
ら
い

.て
：%-
を
れ
.：を
認
：め
.て
い
る
の
で
あ
る
。

©

「

経
験
ば
人
間
に
劣

_
: 

ら
.ぬ
感
受
能
力D

=

霊
魂

=
精
神〕

が
：動
物
.に
：あ
.る
こ
と
：を
証
明
1.
'て

'1
>
る
。
1—

CJulien 

o«?
T
p
y de

 

I
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p
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d
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«
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p, 54

•
青

木

.
•杉
.訳

『

ラ
'.
メ 
.ト
リ
著

作
集』

上
巻
、
八
一
頁
。

)
「

他
の
有
機
体
.と
人
間
と
の
間
に
は
：
_
心
理
的

関
係
に
お
い
て
も

…
…

〔

類
似
し
て
い
る

〕

？

- L

た
が
っ
て
動
物
の

'

場
合
：に
は

■
み
ら
れ
な
い
意
識
現
象
も
一
層
高
度
の
発
展
ネ
た
.は
複
雑
さ
と
：し
：て
理
解
さ 

-
 

-
• 

.

.

.

.

.

. 

.
 

.
 

.

る
べ
き
で
あ
る…

…

。」
(
M
e
n
g
e
r
: G

r
u
n
d
s
s
t
z
e
.
2

't>
U
A
a
g
e
m
，36.)

こ
こ
に
フ
ラ
ン
ス
機
械
的
唯
物
論
的
#
界
観
と
メ
ン
力ー

.の
世
界
観
と
の 

親
近
性
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
：は
直
接
的
な
も
の
：で
は 

な
い
：で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
前
に
も
の
ベ
た
ょ
う
に
十
九
世
紀
の
自
然
料
学
の 

多
く
に
見
ち
れ
る
原
子
論
的
、
機
械
論
的
性
格
を
通
し
て
の
.親
近

性

と

.
言
う 

方
が
正
し
い
か
、も
し
れ
な
い
。

.

(

注

2)

だ
が
我
々
が
メ
ン
ガ
丨
の
世
界
を
こ
の
ょ
う
に
.理
解
す
る
と
き
に
一 

-•
o
の

凝

例

が

.^
こ
っ
て
く
るc

そ

九

はW
e
4
i
i
r
t
^

が
こ
の
よ
う
に
良
恭

六
0'
'

(

四 
U
—-
3

過
程
の
結
果
と
し
て
あ
ら
わ
れ
て
く
る
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
な
ぜ
そ
れ 

:

ノ 

.が
経
済

©
极
源
的
要
素
知
な
り
う
る
：か
、
：換
言
す
れ
ば
経
済
の
根
源
的
要
素 

.

.

も
良
然
世
界
と
同
様
に
：.

「

勝
；子」

と

-!
力
,-
.で
は
な
.い
の
か
と
い
う
こ
と
、

-,

あ
る
い
ば
.

精
密
的
経
済
学
は
物
理
学
、
化
学
が
：ら

.

の
長
く
：と
て
も
可
能
で
あ 

.'

る

と

は

患

わ

れ

な

：い

ょ

ゲ

众

プ
0

セ
ふ
ス
を
絳
な
：
£

れ
、ば

な

ら

な

.い
で
は
な
い 

'

か)

と
い
：う
こ
■

と
•

で
あ
.

る
0

'

:'
'
.
'メ
シ
ガ
|

:

は
: ^

そ
ら
'
く
-

れ
女
意
識
し
て
い

.

な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
 

だ
が
我
.

々
は
こ
：九
を
次
の
ょ
う
に
理
解
す
る

こ
と

も
可
能
で
，あ

る

。

即
ち
メ 

V

ガ
：
丨

が
.

B
e

d
i

i
r

f
n

i
s

^

外
生

的
要

因

と
し
て
考
え

て
、い
た
と
す
る

こ
と 

.

で
あ
る
 

0

:
.'
1

,

:へ
メ
ン
ガ

l
it
.
f方
法』

.第
一
.福

、
第

，
四

章

で

f

人
間
経
済
の
最
も
本
源
的
な 

.

要
因
は
、

w

l

f

.人
間
に
.対
し
直
接
自
然
：の
提
供
す
る
財
貨(

享
楽 

手
段
ば
か
り

^
な
べ
、
生
産
手
段
を
も
合
め
て
の)

、
及
びB

ediirfnis

の 

.

可
能
な
限
り
の
.最
%.
完
全
な
滿
足
の(

財
貨
欲
求
の
で
き
ぅ
な
限
り
完
全
な 

:
■充
足
の)

追
求
、

で
あ
る
テ
こ
れ
ら
す
ぺ
て
の
要
因
.は
窮
極
的
に
は
人
間
の 

恣
意

' か
ら
独
立
し

て

お
り
、
そ
の

時
々
.の
事
情
に
ょ
っ
て
与
え
ら
れ
て
い
る」 

(S. 4
5,

訳
、
七
五
頁)

と
の
べ
て
い
る
。
我
々
は
メ
ン
ガ

1
の
こ
れ
ら
の
経 

済

-の
本
源
的
要
因
女
：一.一
つ
に
分
け
て
考
え
る
こ
と
が
.で
き
る
。
即
ち
一
つ
は 

•
内
的
な
要
因

(

こ
H-
は

t d
,

^ x

昏

と
そ
の
可
能
な
限
り
の
充
足
の
追
求 

で
あ
る

)
ど
.他

.ft
外
的
な
要
因

.で
あ
る
自
然
の
提
供
す
る
財
貨
で
あ
る
。
前 

者
に
つ
い
て
は
問
題
は
な
い

.。
後
者
が
こ
こ
で
：の
問
題
で
あ
る
。
•即
ち
後
者 

は

『

方
法』
に
お
い
て
自
然
的
世
界
が「

原
子

.

j

と
力
か
ら
成
り
た
つ
と
考

沼 琴 水 2  
^  § ニ
ロ み 之

松 融 助

古 白 A&-断 欠

田
石

木 熊

精 請 -

司 孝 即

野 関高和坂常  

ロ ロ木木本.盤 

寿-$ 藤敬 

祐. 操 一 即 良 治

高橋吉之助 
社村江太郎

飯

田

鼎

c

昭

和

三

士

一

年

〕

.

九
月
十
一一.

日
ォ
ラ
ソ
ダ
の
経
済
計
画
に
つ
い
て 

九
月
十
九
日
共
同

.討
論

「

日
本
経
済Q

構
造」

..日
本
產
業
構
造
の
問
題
点 

.

.
日
本
経
済
の
.発
展
と
外
国
貿
易——

交
易

'条
件
と
市
場
構
造
を
.中
心
..と

し

て-
-

九
月
甘
六
日

•所
得
税
と
消
費
税
の
効
率
効
果

..

十
月
三
日
，漁業
経
済
学
の
問
題
点

.

■

十
月
十
日

.wesponsibility A
c
c
o
u
n
t
i
n
g

 

の
展
開 

十

月

-p.
七

日

.近
世
初
期
'の
役
^^
に
つ
い
て

..

十

月

廿

四

日M
a
r
x

 a
n
d

 K
e
y
n
e
s
.

十
月
卅
一
日
，

吾
国
.の
労
働
者
の
意
識
水
準
に
つ
.い
て 

±
月
.
七
.日
.
'
.成
.長
経
済
学
に
■お
け

る

利

.子

率-
ノ

ィ

マ
'/
_モ
ム
ァ.ル
：に

つ

い

て|

 

'

十
一
月
廿
ー
日
農
業
恐
慌
と
土

'地
所
有
の
危
機
I

「

十
九 

.

.

.世
紀
：末
農
業
恐
慌」

の
性
格
に
つ
い
て——

 

十一

月
廿
八
日
原
価
計
算
制
度
の
成
立
過
程 

屮
ー
一
月：

五

日

.

罾

金

.計

兩

と

利

益

計

画 

士
一
月
十
一
一
日
.国

際

財

政

学

会

帰

朝

報

告 

士
一
月
十
九
日
' 
経
営
政
.策AI

政
府
活
動
'

〔

昭
和
三
十
三
年〕

：

：

■

,
,

一
月
十
六
日
現
代
経
営
学
の
基
礎
理
論

：
.
.

—"
月
廿
.三
日 

'共
同
討
論

.

「

生
産
性
と
賃
金」

:
.生
産
性
の
測
定
に
.つ

い

て

.

'■
,

生
塵
性
ど
.賃
金

：
:

一.'

月

-
-邢
-H:
:
:一：八
八
0
年

代

。に
於
る
、
労

働

組

合

蓮

動

と

社 

.
>ハ
_会
、-3
=
*
-
-
-
ィ
ギ
リ
|

働
|

|

—

経

済

学

.会
報

•告
'会

論

題

ぇ
ら
れ
、
自
然
の
精
密
的
理
解
が「

物
理
学」

.と

「

化
学」

か
ら
な
さ
れ
な 

け
れ
ば
な
ら
な
い
以
上
'
当
然
极
源
的
と
考
え
ら
れ
な
い
..は
ず
‘の
も
の
で
あ 

る
が
、
彼
は

.こ
れ
を
人
間
経
済
の
根
源
的
要
因
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
：
こ 

れ
は
要
す
る
に
メ
ン
ガ
ー
が
経
済
を
扱
う
場
合
に
自
然
の
提
供
す
る
財
貨
を 

外
生
的
要
因
と
み
な
し
、
根
源
的
要
因
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
■つ 

て

.

B
e
d
i
i
r
f
o
i
s

が

极

源

的

で

あ̂'
と

す

る

の

は

B
e
d
i
i
r
f
n
i
s

を

外

生

的

要
因
と
み
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
し
て
も
ょ
い
の
で
は
な
い
，
だ
ろ
う

> 

0 
力

(

注 
3)

a
n
t
e
r
s
u
c
h
m
l
g
e
l
v

 S. 6
6
.

訳
、
九
七
頁
。

(

注

4)

も
ち
ろ
ん「

経
済
性」

に
結
び
つ
く
現
象
をw

a
h
r
.

と
ょ
ぶ
裏
に
.
• 

メ
ン
ガ
ー
がw

a
h
r

な
る
も
の
が
望
ま
し
い
も
の
と
し
て
考
え
て
い
た
と 

い
う
こ
と
ば
言
え
，る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
点
に
つ
い
て
杉
村
.
.3

田
両
教
授
の 

所
説
は
こ
れ
を
更
に
考
え
な
け
れ
ば
な

^.
な
い
で
あ
ろ
う

。
.

ン
ガ
-■の
.RB

e
d

cir
f
n
i
&

の
理
論」

に

つ

い

て

ン

:
.: 

<
 

,

■
::

.

六
：一
バ
四
三
三)


